
茶
ぐ
ゎ
〜

  
ゆ
ん
た
く

229

お茶を飲みながら、
ぎのわんの歴史を
のぞいてみませんか？

　
戦
後
、米
軍
の
施
政
下
に
な
る
と
、今
度
は
米
軍

の
規
制
を
受
け
、戦
前
に
奨
励
さ
れ
た
軍
事
も
の
、

と
く
に
敵
討
ち
な
ど
の
上
演
は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、沖
縄
戦
で
憔
悴
し
き
っ
た
住
民
を
鼓

舞
す
る
た
め
、芝
居
な
ど
の
演
劇
自
体
は
奨
励
さ
れ
、

１
９
４
６（
昭
和
21
）年
に
は
沖
縄
民
政
府
直
営
の

「
松（
中
部
担
当
）」「
竹（
北
部
担
当
）」「
梅（
南
部
担

当
）」劇
団
が
結
成
さ
れ
て
、県
内
各
地
で
巡
回
公

演
を
行
い
ま
し
た
。宜
野
湾
に
は
松
劇
団
が
巡
業

し
、宜
野
湾
区
に
あ
っ
た
宜
野
湾
劇
場（
1
9
4
9

﹇
昭
和
24
﹈〜
1
9
5
3﹇
昭
和
28
﹈年
頃
）な
ど
で
公

演
を
行
っ
た
よ
う
で
す
。

沖
縄
芝
居

▽
戦
世
と
芝
居
の
規
制

▽
世
替
わ
り
と
村
芝
居

村
芝
居（
ム
ラ
ア
シ
ビ
）

▽
戦
後
の
復
興

　
沖
縄
に
は
、沖
縄
芝
居
な
ど
の
商
業
演
劇
の
他
に

「
ム
ラ
ア
シ
ビ
」と
い
わ
れ
る
、豊
年
祈
願
の
地
域

の
芸
能
祭
が
あ
り
ま
す
。宜
野
湾
で
も
、戦
前
は

野
嵩・普
天
間・新
城
な
ど
で
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
戦
時
下
で
は
、村
芝
居
も
沖
縄
芝
居
と
同
様
に

日
本
軍
に
よ
る
規
制
を
受
け
、本
来
の
豊
年
祈
願
で

は
な
く
、軍
の
慰
問
と
し
て
女
子
青
年
が
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、１
９
４
５（
昭
和 

20
）年
に
終
戦
を
迎

え
る
と
、本
来
の
村
芝
居
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、

村
芝
居
に
も
米
軍
の
規
制
が
及
び
、組
踊
の
敵
討

ち
な
ど
の
演
目
は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、戦
前
の
出
演
者
は
男
性
の
み
で
し
た
が
、

戦
争
で
男
性
が
い
な
く
な
り
、女
性
も
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
戦
を
境
に
、村
芝
居
が
途
絶
え
た
地
域
も

多
い
で
す
が
、野
嵩
で
は
1
9
4
6（
昭
和
21
）年
に

「
ヌ
チ
ヌ
ス
ー
ジ（
命
の
祝
事
）」と
し
て
村
芝
居
が

行
わ
れ
、普
天
間
・
新
城
で
も
再
開
し
、住
民
の
心

を
癒
す
と
と
も
に
、活
力
と
喜
び
を
与
え
ま
し
た
。

▲戦後間もない頃に使用した野嵩の村芝居の衣装（左）と兜（右）
　戦後の物資が乏しい時期には、あるもので工夫して道具を作った。
左の衣装は蚊帳を加工し、米軍から配給されたチューインガムの包み
紙(アルミホイル)を丸めて縫い付け、飾りつけている。

▲大山・帰村一周年祝い 1948（昭和23）年
　戦後、収容所から元の集落に帰ってきたこと（帰村）を祝い、
　村芝居が行われた。

市
立
博
物
館
ロ
ビ
ー
展

　「ぎ
の
わ
ん
か
ら
岩
国
市
の
魅
力
、発
信
！

　
　〜
錦
帯
橋
周
辺
の
写
真
パ
ネ
ル
展
〜
」

は
く
ぶ
つ
か
ん
情
報

　
令
和
７
年
７
月
１
日
に
宜
野
湾
市
と
姉
妹
都
市

協
定
を
結
ん
だ
、山
口
県
岩
国
市
の
歴
史
や
文
化

を
、写
真
で
紹
介
し
ま
す
！

▼
期
　
　間
　
６
月
27
日（
土
）〜
８
月
14
日（
金
）

▼
場
　
　所
　
市
立
博
物
館
　
展
示
ロ
ビ
ー

▼
料
　
　金
　
無
料

市
民
講
座
受
講
生
募
集
！

　
　
　
　「宜
野
湾
の
自
然
」

　
市
内
の
動
植
物
に
つ
い
て
、写
真
や
図
を
交
え
て

紹
介
し
ま
す
！
　
※
室
内
講
座

▼
講
　
　師
　
千
木
良 

芳
範

　
　
　
　
　
　（
元
市
立
博
物
館
　
館
長
）

▼
日
　
　時
　
８
月
２
日（
日
）

　
　
　
　
　　
14
時
〜
16
時（
受
付
13
時
半
）

▼
場
　
　所
　
市
立
博
物
館
２
階
　
研
究
室

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
　
　員
　
40
人

▼
申
込
期
間
　
7
月 

12
日（
日
）9
時
〜

　
　
　
　
　  

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切

「
こ
ど
も
博
物
館
教
室
」参
加
者
募
集
！

　
夏
休
み
は
博
物
館
で
、も
の
づ
く
り
を
通
し
て

沖
縄
の
歴
史
や
文
化
を
楽
し
く
学
ぼ
う
♪

①
漆
喰
シ
ー
サ
ー
づ
く
り
 

８
月
１
日（
土
）

②
私
た
ち
の
足
元
に
は
何
が
あ
る
？
 

 

 

８
月
13
日（
木
）

③
セ
ミ
の
抜
け
殻
標
本
づ
く
り
 
８
月
17
日（
月
）

　
内
容・日
時
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
講
　
　師
　
①
比
嘉 

清
順

　
　
　
　
　
　（
わ
に
や
シ
ー
サ
ー
振
興
会
　
会
長
）

　
　
　
　
　
　
②
新
山 

颯
大（
琉
球
大
学
　
助
教
）

　
　
　
　
　
　
③
市
立
博
物
館
職
員

▼
時
　
　間
　
各
回
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　（
受
付
９
時
半
〜
）

▼
参
加
費
　
①
２
，０
5
０
円（
材
料
費
＋
保
険
料
）

　
　
　
　
　
　
②
③
50
円（
保
険
料
）

▼
定
　
　員
　
各
回
20
人

　
　
　
　
　  （
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

▼
申
込
期
間
　
７
月
11
日（
土
）〜

　
　
　
　
　  

各
開
催
日
の
３
日
前

市
立
博
物
館
　
☎
８
７
０‐９
３
１
７

※
休
館
日：火
曜
日・祝
日（
慰
霊
の
日
は
開
館
）

※
開
　
館：９
時
〜
17
時

　
今
年
度
の
茶
ぐ
ゎ
〜
ゆ
ん
た
く
の
テ
ー
マ
は「
娯

楽
」！
第
２
回
と
な
る
今
回
は「
戦
時
下
・
戦
後
の

芝
居
」に
つ
い
て
、紹
介
し
ま
す
！

　
沖
縄
芝
居
は
方
言
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、

日
中
戦
争（
1
9
3
7﹇
昭
和
12
﹈年
）以
降
の
戦
時

下
に
お
い
て
は
方
言
が
禁
止
さ
れ
、内
容
も
敵
討
ち

や
軍
事
擁
護
な
ど
の
戦
意
高
揚
劇
が
奨
励
さ
れ

て
、日
本
軍
に
よ
る
脚
本・上
演
の
検
閲
も
あ
り
ま

し
た
。
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き
ん
た
い
き
ょ
う

ち
ぎ
ら

よ
し
の
り

ひ
が

せ
い
じ
ゅ
ん

に
い
や
ま

そ
う
た


